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【あまさぽ基本理念】 

多職種が連携して支える安心な広域のまちづくり 

～地域の人々がいつまでも健やかに心豊かに暮らせるために～ 

【海部医療圏地域包括ケアサミット共同宣言文】（平成３１年２月） 

１.だれもが当事者、みんなでつくろう住みよい地域 

～みつけよう、自分にできること～ 

２.多職種連携で支える安心なまちづくり 

 

 

 

平素より海部医療圏在宅医療・介護連携支援センター（あまさぽ）事業にご支

援ご協力を賜り、心より御礼申し上げます。当センターは海部医療圏の行政、三

師会、訪問看護事業所、介護事業所、地域包括支援センターなど他職種の連携を

取りやすくし、地域包括ケアのシステム整備とバックアップを推進しておりま

す。 

在宅医療・介護での最大の問題は物価高騰、職員の賃上げと人手不足です。他

の業種、特に大企業が派手に賃上げを行っている現況では政府に相当強い医療・

介護への経済対策を行っていただかなければ、賃上げと人手不足の解消は困難で

す。高市総理大臣は医療介護を守ると繰り返し述べられています。 

その言葉が実現されることを期待しつつ、医療や介護を必要とする地域のみな

さまが住み慣れた家や地域で自分らしい充実した人生を末永く続けることができ

るように活動してまいりたいと存じます。今後ともご支援ご鞭撻賜りますようお

願い申し上げます。 

              海部医療圏在宅医療・介護連携推進協議会 

                           会長 羽賀 達也 

 
     

 

 

 

名  称 海部医療圏在宅医療・介護連携支援センター（通称：あまさぽ） 

構成団体 海部医療圏内の７市町村 

（津島市、愛西市、弥富市、あま市、大治町、蟹江町、飛島村） 

設  立 平成３０年４月１日 

設置場所 津島市役所 神守支所内（住所：津島市神守町字五反田２番地） 

職  員 ５名（現体制：保健師１名、看護師１名、事務職３名） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「あまさぽ」の概要 

〇「あまさぽだより」第７号発行にあたり 
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あまさぽは、医師会、歯科医師会、薬剤師会をはじめ各職種会のご協力のもと、７市町村

が協働して医療・介護に携わる多職種による連携体制の構築を目指す役割を担っています。 

市町村等の各種会議等に参加するとともに、あまさぽの各種会議、ワーキンググループに

おいて、地域の実情把握、課題の発掘、情報共有を図り、多職種での課題解決に向けた取り

組みを行っています。 

また、在宅医療・介護連携に関する各種相談の対応、医療・介護関係者に向けた研修会の

開催、地域住民に向けた講演会などによる普及啓発活動を行っています。 

以下に、令和７年1月から令和７年12月までの主な取り組みについて報告します。 

 

〇訪問歯科診療実態調査 

 海部・津島市両歯科医師会のご協力を得て、令和６年１年間の訪問歯科診療の実施日数、

訪問患者数等の実態調査を実施しました。 

 令和６年１年間に訪問歯科診療を実施した歯科医院は55医院で、ご回答いただいた歯科

医院の69％、全歯科医院の50％という状況でした。前回令和２年の調査時は40 医院で、

ご回答いただいた歯科医院の57％、全歯科医院の37％でしたので、訪問診療をされる先生

は多くなっています。 

また、昨年度の介護報酬改訂で新設された口腔連携強化加算について、介護事業所と連

携に関する文書を締結している医院は、令和７年８月１日現在11医院で、ご回答いただい

た歯科医院の14％、訪問診療を実施している医院の20％と、まだ少ない状況でした。 

 

〇長期休暇時の在宅看取りの当番体制 

 在宅医療を推進するうえで必要な訪問診療を実施している医師を支援する取り組みであ

る長期休暇時（年末年始、ゴールデンウィーク）における在宅看取りの当番体制について、

津島市医師会においては以前から実施しており、海部医師会においては、医師を中心とす

るワーキンググループで検討を重ね、令和６年度の年末年始からテスト運用を開始してい

ます。 

両医師会とも、令和７年度もゴールデンウィークと年末年始に当番体制を計画し、ご協

力いただける先生方で当番表を作成して準備しましたが、対象患者の関係から当番実施に

は至りませんでした。 

今後も、訪問診療を実施している医師の負担軽減を図る一つの方策として、実施に向け

て進めていきます。 

 

〇「あまさぽ」の主な取り組みについて 
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〇入退院調整支援事業 

愛知県のモデル事業として令和３年度より３年間実施してきた入退院調整支援事業につ

いては、令和６年４月からあまさぽの事業として新たなワーキンググループを立ち上げ、

運用ルールの実施と課題の把握、入退院調整支援ガイドブックの作成、ルール実施後の評

価について検討を進めてきました。 

 入退院調整支援ワーキンググループにて検討、作成した入退院調整支援ガイドブックに

は、入退院支援ルールとフローチャートを記載し、関係機関一覧として７市町村の地域包

括支援センターの担当区域などの情報、医療圏内11病院の地域連携部門の連絡先や病院機

能、特記事項などの情報を記載しており、誰でも参照、ダウンロードできるように、令和７

年５月末にあまさぽのホームページに掲載しました。 

入退院支援ルールの運用実施後の評価については、居宅介護支援事業所のケアマネジャ

ー206名、病院の相談員・看護師55名にご回答いただき、全体としては大きな問題なく運

用されていることを確認しました。 

また、新規入院のルールだけでなく、転院時のルールも必要とのご意見を受け、令和７

年７月からワーキンググループの中に、医療圏内11病院の代表と居宅介護支援事業所のケ

アマネジャーの代表数名で構成する部会を設置して転院ルールの検討を開始しました。 
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〇緩和ケア多職種連携研修会 

日 時：令和７年３月６日（木） １８：３０～２０：００ 

場 所：海南病院 教育研修棟 講堂1 ＋ Ｚｏｏｍによるハイブリッド開催 

テーマ：「がん末期患者の本人・家族のケアについて」 

講 師：ＪＡ愛知厚生連海南病院 老年内科代表部長 野々垣 禅 先生 

「終末期の症状理解とＡＣＰを通じて行う本人・家族のがん支援について」 

ＪＡ愛知厚生連海南病院  臨床心理士/公認心理師 中島 英貴 先生 

「終末期患者の家族ケア」 

共 催：ＪＡ愛知厚生連海南病院 

    津島市民病院 

参加者：１０４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 令和６年度 出張教室・研修会〔令和７年１月～３月〕

研修会では「がん末期患者の本人・家族のケアについて」というテーマで本人・家

族双方の身体、精神のケアについて海南病院 野々垣先生、中島先生よりご講演いただ

きました。終末期においては、患者本人だけではなく、家族もケアの対象であり、事

例を通して「寄り添うことの大切さ」を学ぶことができました。 

研修後のアンケートから、多職種での連携にはまだ課題があることがわかり、研修

会が今後のためになったというご感想、今後聞いてみたい様々なテーマのご意見をい

ただきました。 
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〇難病患者の在宅療養支援に関する研修会 

日 時：令和７年３月１８日（火）１３：３０～１５：００ 

場 所：津島市民病院 講義室 

講 師：千葉在宅クリニック院長、津島市民病院代務医 山名 知子 先生 

「病院診療と訪問診療を経験して」 

共 催：津島市民病院 

講演後、参加者によるグループワーク実施  

参加者：２９名 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で活動する在宅支援者と病院とをつなぎ医療・介護関係者相互に理解を深める

ことを目的に、難病患者の在宅療養支援に関する研修を企画しました。 

千葉在宅クリニック山名院長より、総合病院と在宅診療クリニック双方に携わられ

たご自身の経験をもとに、病院機能や意思決定支援における考え方の違いを比較しな

がら、多角的な視点から療養者を取り巻く支援の多様さや、そのうえで医療・介護連

携の重要性についてお話いただきました。グループワークにおいては事例を持ち寄り

話し合うことで、それぞれの立場を超えて、自分と同じように悩みながらも支援に携

わる仲間と共有・共感できたことは、参加した皆さんにとっても有意義な機会となっ

たようです。必ずしも思い通りにならない難病支援の難しさの中で、参加した皆さん

にとって少しでも気づきを得る機会でありましたら幸いです。 
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〇出張教室 

愛西市 

日 時：令和７年３月２７日（木）１３：３０～１４：００ 

場 所：愛西市役所 南館 会議室 

講 座：「ＡＣＰについて ～思いをみんなで繋ごう～」 

  対 象：愛西市介護支援専門員 

参加者：３６名 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
誰にでも死は訪れますが、“どのような最期を迎えるのか”を考える事は自分の人

生を生ききることに繋がります。医療・ケアを受ける本人が、人生の最終段階を見据

えて事前に医療・介護の多専門職とACP（人生会議）を行うことで、もしもの時に思

いが叶えられるようACPの普及啓発を図っています。アンケートでは、「今後、ACP

を利用者に勧めたいと思いますか」について「そう思う・ややそう思う」と回答され

た方が27人（93％）でした。ご意見では、「どのタイミングで行うかがむずかしいと

思いました」「本人と家族の意見が違う時はどうなるのか」などがあり、１人ひとり

の状況の違いに合わせて本人の思いの変化に寄り添う事の困難さが伺えました。 
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〇海部医療圏在宅医療・介護関係者研修会 

日 時：令和７年１２月６日（土）１４：００～１５：３０ 

場 所：Ｚｏｏｍによるオンライン 

テーマ：「在宅の管理栄養士はどこにいる？何をする？  

         ～居宅療養管理指導の流れから考える～」 

講 師：津島市健康推進課 主任管理栄養士 佐藤 知子 先生 

参加者：５０名 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅱ-１．令和７年度 研修会〔令和７年４月～１２月〕 

在宅での訪問栄養指導は実績も少なく、どのように管理栄養士に繋いでいけばいい

のかわからないという声をケアマネジャーからいただき、今回の研修テーマにしまし

た。 

管理栄養士、ケアマネジャーのみならず、多くの職種の方にご参加いただきまし

た。管理栄養士がどのように介入し何をしてくれるのか、在宅高齢者の栄養状況につ

いてなどご講義いただき、アンケートでは、「管理栄養士の訪問依頼の仕方などが分か

り良かった」「なかなか聞けない栄養のお話、大変参考になりました」とのご感想をい

ただきました。 
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〇地域住民普及啓発講演会 

津島市医歯薬介連携推進協議会（あんしんネットつしま）と共催 

日 時：令和７年１１月２２日（土） １４：００～１６：００ 

場 所：津島市文化会館 大ホール 

テーマ：落語で楽しく学ぶ「在宅医療と人生会議」 

講 師：行政書士・社会人落語家 生島 清身（天神亭 きよ美）先生 

参加者：２２８名 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「死」は見方を変えたら「生ききる」こと、どこでどんなふうに「生ききりたいか」を

よく考え、家族や医療従事者に伝え話し合う「人生会議」について落語を通じてお話いた

だきました。 

講演会後のアンケートでは、「人生会議（ACP）をご存じでしたか」という設問で「知ら

なかった(講演会で知った)」の回答が59％でした。 

ご意見・ご感想の中には、「重い話が落語による内容にて半分楽しく聞けました」、「エ

ンディングノートを書きたい」といった前向きなご意見もあり、自分事としてとらえられ

た方が多く家族や大切な人に思いを繋いでいかれることと思います。 

Ⅱ-２．令和７年度 講演会〔令和７年４月～１２月〕 
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地域の団体に向けた出張教室を行いました。 

ＡＣＰの取組や在宅医療・介護連携に関する普及啓発をすることで、あまさぽの

活動を知っていただく機会にもなりました。 
 

 

蟹江町 

日 時：令和７年１０月１６日（木）１３：３０～１４：３０ 

場 所：富吉コミュニティ会館 

テーマ：「あなたの地域で認知症とともにいきいきと暮らす」 

対 象：地域住民（富吉健康サロン「いきいき100歳塾」） 

参加者：２１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 津島市 

  日 時：令和７年１２月９日（火）１０：４５～１１：４０ 

  場 所：津島市立看護専門学校 

講 座：「地域・在宅看護援助論Ⅰ」 

  対 象：看護学校学生（２年生） 

参加者：２５名 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-３．令和７年度 出張教室〔令和７年４月～１２月〕 
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市町村の地域行事に参加し、「心をつなぐノート(エンディングノート)」、あまさ

ぽのチラシ、普及啓発グッズを配布するなど地域の方々に在宅医療・介護に対する

普及啓発を行いました。 

また、地域課題を把握するため、在宅療養や人生会議（ＡＣＰ）等についてのア

ンケートを実施しました。 
 

 あま市 第９回あまのわ（市民活動祭２０２５） 

  日 時：令和７年１０月１８日（土）１０：００～１５：００ 

  場 所：あま市役所 
 

 

愛西市 あいさいさん祭り２０２５ 

日 時：令和７年１０月２６日（日） ９：３０～１５：００ 

場 所：愛西市役所 
 

 

 飛島村 健康福祉祭 

日 時：令和７年１１月１日（土）  ９：００～１２：００ 

場 所：飛島村すこやかセンター 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅱ-４．令和７年度 地域行事参加〔令和７年４月～１２月〕 
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Ⅱ-５．令和７年度 相談対応件数 ※令和７年１２月３１日時点 
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〇地域包括ケア多職種合同研修会 

  愛知県看護協会海部地区支部、愛知県ＭＳＷ協会海部ブロック、海部南部広 

 域事務組合と共催 

日 時：令和８年１月２３日（金） １３：３０～１５：００ 

場 所：弥富市十四山支所２階 大会議室 後日オンデマンド配信 

テーマ：「認知症基本法が見据える社会 ～専門職の私が取り組むこと～」 

対 象：海部医療圏の医療・介護関係者 

講 師：山口 喜樹 氏（名古屋市認知症相談支援センター 所長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇緩和ケア多職種連携研修会 

海南病院、津島市民病院と共催 

日 時：令和８年３月５日（木）１８：３０～２０：００ 

場 所：海南病院 講堂1 ＋ Zoomオンライン（ハイブリッド開催） 

テーマ：「在宅医療における緩和ケア」 

対 象：海部医療圏の医療・介護関係者 

講 師：野々垣 禅 氏（海南病院 老年内科代表部長） 

今野 純七 氏（海南訪問看護ステーション 看護師） 

 

 

Ⅲ．今後の予定〔令和８年１月～３月〕 
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海部医療圏在宅医療・介護連携支援センター（通称：あまさぽ） 

 

住  所：〒４９６－０００５ 

愛知県津島市神守町字五反田２番地（津島市役所神守支所内） 

Ｔ Ｅ Ｌ：０５６７－５８－５９８９ 

Ｆ Ａ Ｘ：０５６７－５８－４５５９ 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://amasapo.ama.or.jp 

ＭＡＩＬ：amc.sp@clovernet.ne.jp 

開庁時間：平日８：３０～１７：１５ 
 

 

 

 


